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大
塚

わ
れ
ら
興
れ
り

l

l
漢
文
学
会
報
五
十
号
を
記
念
し
て
i

i

わ
が
大
坂
漢
文
学
会
の
そ
も
そ
も
の
起
り
は
、
昭
和
七
年
、
東
京

文
理
科
大
学
、
漢
文
科
生
の
第
一
回
卒
業
(
小
林
信
明
、
内
野
熊
一

郎
)
の
と
き
で
あ
る
。
な
お
、
漢
文
学
会
報
の
第
一
号
は
、
翌
八
年

発
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
六
十
年
の
歳
月
が
流
れ
、
幾
多
の
変
遷
を

経
た
。昭
和
十
七
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
は
、
戦
時
中
で
、
特
に
昭
和
二

十
年
に
は
大
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
も
戦
災
を
被
り
空
白
が
続
い
た
。
昭
和

二
十
五
年
復
刊
は
し
た
が
、
二
十
八
年
に
文
理
大
は
関
学
、
会
報
も

十
五
号
か
ら
は
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
報
と
改
ま
っ
た
。
そ
れ

も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
筑
波
移
転
に
よ
り
昭
和
五
十
四
年
を
以
て
終
息
。

学
燈
こ
こ
に
絶
え
ん
か
と
思
わ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
、
「
大
塚

漢
文
学
会
」
と
し
て
再
発
足
し
た
。
そ
の
衝
に
当
っ
て
最
も
苦
慮
さ

れ
た
加
賀
栄
治
委
員
長
の
巻
頭
一
一
一
一
日
(
会
報
三
十
八
号
)
「
新
た
な
る

い
で
た
ち
に
あ
た
り
て
」
に
、
そ
の
間
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

誌
名
も
「
中
国
文
化

i
i研
究
と
教
育

i
i」
と
、
よ
そ
お
い
を
新

大
塚
漢
文
学
会
委
員
長

水

中
ω

沢

手リ

た
に
し
て
年
々
内
容
も
充
実
し
て
号
を
重
ね
、
今
年
で
五
十
号
を
数

え
る
に
至
っ
た
。

井
戸
の
水
を
飲
む
と
き
に
は
、
井
戸
を
掘
っ
た
人
の
苦
心
を
思
え

と
い
う
。
往
時
の
記
録
に
よ
り
、
第
一
回
の
漢
文
学
会
の
も
ょ
う
を

一
顧
み
た
い
。

昭
和
七
年
二
月
二
十
日
、
午
後
一
時
よ
り
本
館
第
二
会
議
室
に
お

い
て
、
漢
文
学
会
発
会
式
が
行
な
わ
れ
た
。
職
員
、
先
輩
、
学
生
、

参
会
者
は
百
余
名
、
式
は
盛
況
裡
に
、
且
つ
厳
粛
に
進
め
ら
れ
た
。

一
、
発
会
式
。
開
会
の
辞
田
波
又
男
、
経
過
報
告
藤
川
熊
一

郎
、
尚
一
向
田
鈎
一
会
長
挨
拶
、
大
瀬
英
一
太
郎
学
長
祝
辞
、
顧
問
祝
辞

服
部
宇
之
吉
博
士
、
評
議
員
祝
辞
内
野
台
嶺
助
教
授

二
、
記
念
講
演
。
「
行
不
由
径
」
諸
橋
轍
次
教
授
、
「
竹
書
紀
年
に
つ

き
て
!
一
原
富
男
先
生
、
「
道
を
論
じ
て
孫
中
山
に
及
ぶ
」
小
柳
司
気

太
博
士
、
閉
会
の
辞
小
林
信
明
。

暮
色
せ
ま
る
玄
関
前
で
記
念
撮
影
。

( 1 ) 



一
一
つ
懇
親
会
。
席
を
神
田
維
新
号
に
設
け
、
午
後
六
時
開
会
、
会
す

る
者
三
十
余
名
。
先
ず
諸
橋
轍
次
先
生
挨
拶
。
松
井
筒
治
博
士
、
塩

谷
湿
博
士
、
田
口
福
司
郎
・
佐
藤
正
範
・
浜
野
の
諸
先
輩
、
交
々
立

っ
て
漢
学
の
大
使
命
を
高
調
さ
れ
て
、
若
き
学
徒
を
激
励
宴
ま
さ
に

酎
と
な
る
や
、
塩
谷
博
士
は
得
意
の
日
本
外
史
、
桜
井
駅
の
全
章
を

朗
吟
、
満
座
三
歎
。
次
い
で
原
先
生
の
中
国
民
謡
、
小
林
信
拐
の
詩

吟
等
、
尽
き
ざ
る
興
を
添
え
、
春
未
だ
至
ら
ざ
る
に
春
気
座
に
満

ち
、
我
が
学
会
の
前
途
、
洋
々
た
る
も
の
あ
り
。
か
く
し
て
九
時
散

会
す
、
と
。

当
時
、
学
生
の
数
は
家
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
気
と

活
躍
は
、
研
究
に
教
育
に
偉
大
な
実
績
を
示
し
た
。
詩
人
北
原
白
秩

は
、
奇
し
く
も
校
歌
に
う
た
い
上
げ
た
。

青
雲
の
空
に
高
く
桐
の
葉
と
照
り
明
る
も
の
故
あ
り
大
塚

我
ら
興
れ
り

第
五
十
号
の
公
刊
に
あ
た
り
、
わ
が
大
塚
漢
文
学
会
の
、
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
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